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今
年
で
第
二
+
一
回
目
を
迎
え
た
、
総
合
文
化
祭
が
総
合
体
育
館
を
〆

l

ン
会
場
に
十
一
月
二
日
か
ら
三
日
間
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
、
「
芸
術

・
文
化

の
秋
」
に
親
し
む
、
町
内
外
の
大
勢
の
人
が
訪
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
町
民
の
聞
に
関
心
と
熱
意
が
年
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
文

化
祭
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

引
〆

展
示
会
場
に
は
、
六
段
の
澗
べ
が

流
れ
る
斗
拙
式
の
茶
室
が
設
け
ら

れ、

着
物
姿
の
女
性
等
の
お
点
前
で
、

一
服
に
く
る
友
達
同
志
や
家
族
連
れ

は
、
本
格
的
な
茶
来
を
味
わ
い
、
心

を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

凶

総
合
文
化
然
品
川
最
後
を
飾
る
似
し

で

と
し
て
世
界
を
ま
た
に
コ
ン
サ
ー
ト

鯖

を
始
的
、

C
M

映
画
音
楽
等
幅
広

濯

い
活
動
で
独
特
の
音
楽
活
動
を
し
て

出

い
る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の

「
伊
騰
群

体

コ
ン
サ

ト
」
が
十

一
月
四
日
町
民

て

セ
ン
タ
ー
で
開
催
き
れ
ま
し
た
。

ー

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
は
、
楽
山
市
町
卜

胤

-
フ
ン
ベ

y
ト
か
ら
ピ
ア
ノ
、
筒
な
ど

代

あ
ら
ゆ
る
楽
器
内
苛
を
は
じ
め
、
動

レ

物
の
鳴
き
声
、
小
品
の
さ
え
ず
り
、

出L
 
'レ

一

楽

一

芸
能
観
賞
事
業

砿

一

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の

「
1
ー
ー
ー

秋

小
川
の
せ
せ
ら

ぎ
の
昔
、
波
町

苛
‘
雨
、
印
刷
の

首
な
ど
自
然
界

が
発
す
る
、

出

す
‘
す
べ
て
の

背
を
駆
使
し
た

独
得
の
協
奏
を

聴
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
.

中
途
で
地
元

の
ワ
ン
ス
一
ア
ッ

プ
セ
ァ
ン
ョ
ン

と
ア
ド
リ
ブ
で

〆
，

d

• 
二
年
ぶ
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や

寸
劇
な
ど
多
彩
な
芸
能
発
表
を
楽
し
む

芸
能
発
表
で
は
、
見
事
な
演
奏
で

聴
衆
を
楽
し
ま
せ
た
ピ
ア
ノ
、
エ
レ

ク
ト

l
ン
を
は
じ
め
、
ひ
か
り
太
鼓
、

山
地
能
太
鼓
、
狩
場
太
鼓
が
ぬ
羽
な
竹

を
会
場
い

っ
ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
独
特
の
文
化
を
聴

か
せ
て
く
れ
た
民
訴
、
詩
吟
、
琴
の

山
町
数
々
、
衣
装
、
娠
付
け
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
舞
踊
愛
卸
会
的
踊
り
。
二
年

ぶ
り
の
フ
ア

y

y
ョ
ン
ン
ョ
ー
で
は

各
々
手
作
り
の
衣
山
口
棋
を
活
て
、
恥
か

し
げ
に
出
る
人
、
さ

っ
そ
う
と
出
る

入
、
町
議
さ
ん
二
人
の
即
席
モ
デ
ル

な
ど
も
登
場
す
る
な
ど
、
会
場
は
明

る
く
華
や
い
だ
雰
囲
気
で
い

っ
ぱ
い

で
し
た
。

芸
能
発
表
の
最
後
は
、
迫
力
い
っ

ぱ
い
の
生
パ
ン
ド
と
な
り
、
会
場
い

っ
ぱ
い
に
詰
め
か
け
た
出
世
話
好
き
の

町
民
み
な
さ
ん
の
胤
ん
な
拍
手
を
浴

び
る
な
ど
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
芸

能
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
祭
の
あ
ゆ
み

は、大勢の人で賑わい、美L<咲き揃った菊花が彩りを添えていま Lた

今
金
町
で
文
化
祭
が
は
じ
め
て
開

催
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
阻
十
五
年
十

一
月
四
円
か
ら
三
日
間
、
公
民
館
、

産
業
会
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
的
参
加
団
体
は
、
文
芸
的
部
と

し
て
写
真
、
告
道
、

絵
画
、
フ
ラ
ワ

ー
サ
ー
ク
ル
の
四
つ
.
芸
能
内
部
と

し
て
民
脇
、
持
時
、
琴
、
狩
場
太
鼓

の
四
団
体
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
翌

年
か
ら
の
二
年
間
は
公
民
館
を
単
独

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十

八
年
の
第
四
回
文
化
祭
か
ら
新
装
に

な
っ
た
町
民
セ
ン
タ
ー
で
閉
山
附
さ
れ
、

文
芸
の
部
六
つ
、
芸
能
の
部
七
団
体

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十

四
年
第
十
回
文
化
祭
か
ら
総
合
体
育

防
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地
一
冗
の
バ
ン
ド
と
共
演
も

館
が
展
示
会
場
と
な
り
、
文
芸
の
部

十
六
円
参
加
と
な
り
質
訟
と
も
に

現
在
に
近
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
、
は
じ
め
て
文
化
部
門
と
し

て
閥
碁
、
将
棋
大
会
が
開
悩
さ
れ
ま

し
た
.
昭
和
五
十
八
年
第
十
阿
国
文
化
祭

か
ら
総
合
文
化
祭
に
名
称
替
え
き
れ
、

内
容
も
一
段
と
充
実
。
平
成
元
年
で

は
、
展
示
部
門
二
十
八
、
芸
能
部
門

九
回
体
が
参
加
、
そ
の
ほ
か
、
町
外

か
ら
も
多
数
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

二
十
周
年
の
記
念
文
化
祭
と
な
り
、

大
い
に
服
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
祭
に
対
し
て
町
内
外

か
ら
特
別
展
示
の
出
品
が
あ
り
、
各

々
の
文
化
祭
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

1
 
2
 
〔

多
彩
な
作
品
に

に
じ
む
日
ご
ろ
の
努
力

展
示
会
場
に
は
、
秋
の
香
り
漂
う

菊
花
を
は
じ
め
、
舎
近
、
絵
図
、
写

真
、
手
芸
、
ち
ぎ
り
絵
、

盆
栽
、
七

宝
焼
、
和
紙
人
形
、
俳
句
な
ど
幅
広

く
二
一
十
九
部
門
に
わ
た
る
、
心
を
込

め
た
多
彩
な
作
品
が
休
育
館
い

っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
そ
の
内
容
、
技
術
の
向
上
、

工
夫
等
が
見
ら
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

で
訪
れ
る
人
的
自
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

忠
の
合
っ
た
演
奏
を
披
露
。
音
楽
を

愛
す
る
、
目
指
す
者
に
と

っ
て
、
日

本
町
第

一
人
者
と
の
共
抽
出
は
良
い
思

い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、フカ。最
後
に

「
石
」
を
テ
!
?
に
二
十

分
間
、
英
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
聴
き

ン
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
が
奏
で
る
魅
力
の

す
べ
て
を
た
ん
の
う
し
た
よ
う
で
す
。

帰
り
が
け
に

「
終
わ
り
よ
け
れ
ば、

す
べ
て
よ
し
」
と
の
こ
と
ば
を
聞
き、

ほ
ん
と
う
に
そ
の
こ
と
ば
が
ピ
ッ
タ

リ
の
す
ば
ら
し
い
摘
奏
会
で
し
た
。

地元のバンドワンステップセッシヨンとの共演
息の合ったすばら Lい演奏を聴かせてくれま Lた

( 3 ) 



平
成
二
年
度

舎
金
町
文
化
協
会
規
程
に
基
づ
く
表
彰

文
化
祭
の
展
示
と

芸
能
発
表
に
大
活
躍

本

町

辻

キ

ミ

ぷ
附

平
成
二
年
度
内
被
表
彰
者
と
し
て
次
町
一
団
体
、
四
個
人
が
文
化
祭
の
開

会
式
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
.

マ
文
化
功
労
賞

マ
文
化
振
興
賞

寒

昇

近

藤

弘

毅

d
M側

、
末
年
に
わ
た
り
、
文
化
芸
術
的
普

及
と
指
導
に
努
力
し
、
そ
の
か
た
わ

ら
白
か
ら
、
全
道
絵
図
展
等
に
お
い

て
、
優
秀
な
成
献
を
収
的
、
他
的
悦

純
で
あ
り
.
そ
の
功
紛
に
よ
る
.

南

町

伊

藤

綱

義

さ
ん
側

初
代
会
長
を
は
じ
め
、
岳
風
会
今

金
支
部
長
と
し
て
、
末
年
に
わ
た
り

文
化
芸
術
的
普
及
向
上
に
尽
力
し
、

協
会
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

狩

場

太

鼓

氷
年
に
わ
た
り
、
文
化
芸
術
の
普

A
と
指
導
に
努
力
さ
れ
、
そ
の
か
た

わ
ら
町
内
を
は
じ
め
、
全
道

・
全
国

内
各
位
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
、
好
評
を
博
し
て
他
的
棋
純
で
あ

り
、
そ
の
功
給
に
よ
る
。

-... ..)(:11;，缶、ー
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今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式
が
菊
花
か
お
る
十

一
月
二
日
幽
町

民
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
関
係
者
多
数

出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
功
労
者

表
彰
四
名
、
普
行
者
表
彰
四
名
の
八

名
の
方
で
す
。
村
本
町
長
か
ら
一
人

ひ
と
り
に
白
状
と
記
念
品
を
伝
達
。

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
林
磯
次
郎
さ

ん
か
ら
「
今
図
的
受
賞
は
身
に
余
る

光
栄
、
今
後
も
心
し
て
今
金
町
の
発

展
に
微
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
の
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
.

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は

長
い
聞
の
苦
労
話
し
ゃ
思
い
出
を
時

り
合
い
、
受
賞
の
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

各
受
賞
者
と
功
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

。
功
労
新
表
彰

林

磯
次
郎
〆
側
鈴
金
多
年
に

亘
り
町
議
会
議
貝
及
ぴ
牒
業
委
貝

と
し
て
、
今
金
町
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
る
と
と
も
に
地
方
自
治
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。祐
治
♂
削
州
大

多
年
に
一起
り

今金町Z治労.;t-著4子舎*-~式h 祝賀会

前列左から上村さん、 富田さん、加藤さん、高木8ん
桂列左方、勺渡部さん、林さん、安達さん、栗山さん

民多丘上献地〈今町布1i立
と年 村さ方き金古車町部
L に れ自れ町会
て亘 tiま治るの市民
り 夫し振 と発 n
j品 J た興と 展と
業 曲目 。に もにし
委 事11 g に尽て

今
金
町

の
発
展
に
尽
く
さ
れ

る
と
と
も
に
地
域
内肱

業
向
仮
興
に
一貫
献
さ

れ
ま
し
た
。

辻
さ
ん
は
、
七
十
四
オ
と
高
齢
で

す
が
、
家
事
の
傍
ら
書
道
(
北
海
道

制
臨
岳
会
、
泌
字
の
部
無
鑑
査
、
か

な
の
部
地
五
段
、
ペ
ン
内
部
準
司
教
)

詩
吟
(
八
段
)
ち
ぎ
り
絵
教

室
に
通
い

、
こ
の
七
月
か
ら

'

は
大
正
琴
も
習
い
は
じ
め、

a
，E『
忙
し
い
中
、
充
実
し
た
毎
日

、
司
4

を
送
り
、
文
化
祭
に
も
位
進
、

ち
ぎ
り
絵
町
出
展
、
詩
吟
を

包
本
叫
吟
詠
す
る
な
ど
大
活
陥
で
し

，，
 
た
。習

い
も
の
の
コ

y
は
「
暇

が
あ
る
か
ら
出
来
る
も
の
で

な
く
、
自
分
自
身
か
ら
や
っ

て
み
よ
う
と
し
て
、
は
じ
め

マ
文

化

賞

東

町

原

因

み

ど

り

さ
ん
側

日
ご
ろ
の
研
餓
と
努
力
に
よ
り
、

全
道
民
路
決
勝
大
会
に
お
い
て
、
優

禿
主
成
献
を
収
め
、
他
の
脱
範
で
あ

り
、
そ
の
功
制
に
よ
る
。

小
。
中
備
す
生

義
価
。
書
道
塵

震
観
鞭
講

-
m
m
q問
J
M刷

多
年
に

E
り

学
校
医
及
び
今
金
町
国
民
健
康
保

険
運
悩
協
議
会
委
員
を
歴
任
さ
れ

今
金
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
方
自
治
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

。
普
行
者
表
彰

架

山

幸

雄

J
U馴
東

町

多

年

に

亘
り
民
生
児
童
委
只
と
し
て
、
社

会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

・安
達
積
さ
ん
側
函
館
市
母
校
(
花

石
小
)
の
児
童
生
徒
の
食
生
活
を
通

じ
て
円
徳
脊
的
諮
行
は
、
学
校
教

育
の
掻
興
に
大
き
く
武
献
さ
れ
ま

し
た
。

・
加
膝
源
四
郎
さ
ん
側
神
丘

高
木
良
助
さ
ん
問
中
里

多
年
に
亘
り
町
有
林
忠
視
貝
と
し

て
、
今
金
町
発
展
と
林
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

神

丘

中

野

純

子

ぷ
側

日
ご
ろ
の
研
鈴
と
努
力
に
よ
り
、

全
道
ニ
ュ

l
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
第

一
回
大
会
に
お
い
て
優

努
な
成
献
を
収
的
、
他
的
悦
純
で
あ

り
、
そ
の
功
紛
に
よ
る
。

• • 
平
成
二
年
度
小

・
中
学
生
町
美
術

書
道
展
は
、
町
内
各
小

中
学
校
か

ら
美
術
的
部
、
小
学
生
邸
占
、

中
学

生
刊
点
、
告
道
的
部
、
小
学
生
問
点
、

中
学
生
お
占
、
計
叩
岬
占
的
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
務
査
の
結
州
市
、
十
一

月

十
三
日
に
表
彰
式
を
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
、
十
六
人
の
入
賞
者
に
各
々

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
美
術
的
部

町

長

賞

水

上
弥

(主眼
判
)
鈴
木
脇

抽
出

(
A
J
刊
)
説
会
政
長
江
市
川
椅

子

会

食
料
)
其
朋
淳
子

3
J刊)
教

育
委
貝
長
賞
内
ヶ
品
よ
し
あ
き
(

4
1
肝
)
境
田
干
陥
(
卦金
牌
)
教
育
長
賞

赤

泊

徳

宏

(
岬・
J
H
)

伊

藤

正

恵

金
百
金
踊
雷
同
腐

管
理
運
曽
箇
国
国

禽
ガ
霞
立
さ
れ
る

流
雪
講
の
設
置
工
事
が
九
月
十
五

日
国
道
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か

・旬
、
こ
の
流
雪
織
が
合
理
的
か
つ
効

率
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
よ
う
、
投

営
管
理
を
行
い
、
さ
ら
に
当
該
関
係

て
で
き
る
も
の
で
す
U
ま
た
、私
が
こ

こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
「
家
族

の
理
解
と
熱
心
な
指
滋
者
向
先
生
や

会
の
お
世
結
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち

の
お
か
げ
で
す
己
と
搬
虚
に
話
さ
れ

最
後
に
「
人
前
で
吟
詠
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
て
、
け
い
こ
に
行
く
の
が
楽
し

み
、
今
日
も
午
後
か
ら
大
正
琴
の
け

い
こ
に
行
く
ん
で
す
よ
己
と
明
る
く

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

( 4 ) 

O 

。

年
々
盛
大
に
、
そ
し
て
作
品
の
質

的
向
上
が
見
ら
れ
る
展
示
品
、
ま
た
、

見
る
人
を
楽
し
ま
せ
、
感
動
さ
せ
る

芸
能
発
表
。
こ
の
か
げ
に
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
か
ら
会
場
づ
く
り
ま

で
お
世
話
し
て
く
れ
る
文
化
協
会
を

は
じ
め
、
各
指
導
者
向
先
生
の
熱
心

な
指
持
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

で
き
る
だ
け
良
い
も
の
を
発
表
し
た

い
と
夜
遅
〈
ま
で

一
生
懸
命
努
力
す

る
個
人
、
グ
ル
プ
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
反
面
、
男
性
的
参
加
は
、
女

性
に
比
べ
少
な
い
の
が
残
念
で
す
。

七
十
四
オ
で
凶
部
門
に
わ
た
り
頑

煩
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
「
み
ん

主
で

つ
〈
る
文
化
的
町
」
を
目
指
し

て
努
力
、
頑
強

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

(牙
金
仲
)

マ
書
道
内
部

町
長
作
品
目
世
さ
や
か

(M
J
特)
境

問
千
陥

3
13
総
会
総
長
賞
吉

田
務

(師岡山仲)
中
砧
明
子
(卦
倉山門)教

育
委
只
長
件
以
大
場
早
苗
(引
‘
糾)
伊

線
晃
子

(
J
J刊)
教
育
長
賞

田
中

美

佳

(
哨丘一軒
)
磯

辺
真
理
子
(

t
J

d
?
)
 

者
と
の
連
絡
制
絡
が
撚
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
、

A
Y
金
流
吉
満
包
割
引

運
営
協
議
会
が
十
月
二
十
三
日
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
二
一
十
名
の
代
議
只
に
よ

り
構
成
さ
れ
、
会
長
に
中
井
誠
司
さん

副
会
長
に
山
崎
繁
鮒
♂
、
山
北
幸
好

さ
ん
を
各
々
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
で
は
流
雪
構
内
供
用

開
始
が
平
成
五
年
度
に
な
る
見
込
み

の
こ
と
か
ら
当
面
、
啓
蒙
、
啓
発
活

動
を
行
な
い
ま
す
。
流
雪
端
的
官

理
運
営
に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ
ん

円
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
.

1
 
5
 
〔



落
語
に
議
演
・
踊
り
と

カ
ラ
ス
ケ
な
ど
を
楽
し
む

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
一

回
生
き
が
い
対
策
卒
業
が
十
月
二
十

八
日
、
町
民
セ
ン
タ
で
賑
や
か
に

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
中

で
、
お
年
寄
り
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
環
境
や
体
力
な
ど
に
応
じ
た
生

き
が
い
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
だ
し
、

ま
た
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
生
活
の

リ
ズ
ム
の
な
か
に
い
か
に
生
か
す
か

の
援
助
し
乙
な
る
こ
と
を
狙

つ
て
の
初

め
て
の
行
事
で
す
。

午
前
は
函
館
市
に
住
居
を

梢
え
る
出
前
落
語
の
束
家

P

助
さ
ん
と
内
弟
子
の
道
落
亭

津
都
市
V
さ
ん
の
二
人
が
こ
ば

な
し
ゃ
物
ま
ね
、
旅
で
の
体

験
、
膝
史
的
表
面
に
あ
ら
わ

れ
な
い
う
ら
話
し
、
そ
し
て

古
典
落
語
な
ど
を
額
に
汗
を

か
き
、
手
よ
り
、
身
ぶ
り
を

入
れ
て
二
時
間
た

っ
ぷ
り
の

第
一
回
生
き
が
い
対
策
事
業

多彩な話術と

芸でお年寄りを畢Lませる

熱
弁
。
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
し
か
な

か
な
か
聴
く
、
見

る
こ
と
が
で
き
な

い
生
の
落
語
に
、

会
場
を
い

っ
ぱ
い

に
埋
め
た
約
三
百

人
の
お
年
寄
り
た

ち
の
笑
い
声
が
会

場
中
に
響
い
て
い

ま
し
た
。

午
後
は
、
江
差

出
校
講
師
で
乙
部

花
石
小
交
通
安
全
駅
伝

花
石
小
学
校
内
児
童

(十
名
)
教

職
貝
合
わ
せ
て
十
五
人
が
十
月
二
十

七
日
、
同
校
前
か
ら
町
役
場
開
幻

愛
遺
安
全
の

今金幼稚園
ニぐまクラブ

噂
び
か
ijjf 

や

街
頭
指
導

今
金
幼
稚
図
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
で
は
、

年
聞
を
過
し
て
閏
児
に
交
通
安
全
啓

発
、
指
導
を
し
て
子
供
た
ち
を
輪
禍

1. le 

四つ薬学校仲間の声援を畳け走る児童

か
ら
守

っ
て
い
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
度
二
回
目

の
街
頭
指
導
を
十
月
三
十
日
に
、
瞥

察
岩
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
横
断
歩
道
や
信
号
機
の

あ
る
所
で
の
渡
り
方
を
親
子
が
手
を

つ
な
き
、
安
全
を
確
か
め
な
が
ら
渡

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
お
願
い
し
ま
す

の
標
語
入
り
、
裂
に
は
子
供
た
ち
の

絵
入
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
六
十
個
を
つ

〈
り
、
役
場
前
国
道
を
通
行
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
渡
し
、
か
わ
い
い
声
で

町
社
会
教
育
委
員
の
塙
繁
さ
ん
が

「
仲
間
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
」
を

テ
1
7
に
、
自
ら
の
人
生
経
験
を
過

し
て
得
た
、
設
重
な
お
話
し
を
し
た

あ
と
、
小
百
合
保
育
図
児
や
今
金
老

人
ク
ラ
ブ
、
舞
踊
愛
好
会
員
の
華
や

か
な
踊
り
、
音
楽
愛
好
会
メ
ン
バ
ー

の
カ
ラ
オ
ケ
の
熱
唱
が
披
露
さ
れ
、

職
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
た
ち
は
笑
い
を
誘
う
落

語
に
講
演
、
そ
し
て
楽
し
い
踊
り
と

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
生
き
が
い
を
感
じ

る
楽
し
い
秋
の
一
日
を
過
ご
し
た
よ

う
で
す
。

間
を
沿
道
の
声
援
を
受
け
力
走
。
約

二
時
間
か
け
て
市
街
地
入
れ
口
町
民

協
ス
タ
ン
ド
別
に
到
着
。
父
母
や
自

治
会
的
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

っ
て
街

頭
啓
発
し
た
あ
と
、
全
貝
で
交
通
安

全
の
小
旗
を
探
り
な
が
ら
残
り
五
百

幻
を
走
っ
て
、
最
終
目
的
地
役
場
前

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

引
き
続
き
安
全
宣
言
式
が
行
わ
れ

児
童
代
表
二
名
が
「
交
通
ル
ル
を

守
り
、
規
則
正
し
い
登
下
校
を
し
ま

す
」
「
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
」
な
ど
五
つ

の
哲
い
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。

児
主
た
ち
は
計
画
、
準
備
、
練
習

そ
し
て
肌
寒
い
中
で
の
本
番
を
無
事

に
終
え
、
満
足
そ
う
で
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た

棋
の
火
災

国保病院

訓
練
を
実
描

国
保
病
院
で
は
、
火
災
な
ど
い
さ

と
い
う
特
に
備
え
、
入
院
患
者
の
誘

導
、
搬
送
経
路
を
的
確
に
把
握
し
、

併
せ
て
初
期
消
火
内
心
得
を
身
に
つ

け
て
お
こ
う
と
、
十
月
三
十
日
に
秋

の
火
災
避
難
訓
練
を
笑
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
一
階
の
給
食
ち

ゅ
、
フ
房
室
か
ら
出
火
し
て

燃
え
広
が

っ
た
と
い
う
想

定
。
午
後
四
時
、
火
災
発

生
が
告
げ
ら
れ
る
と
、
忠

者
に
仕
立
て
た
職
只
を
素

早
く
誘
導
し
て
非
常
口
か

ら
避
難
さ
せ
る
な
ど
、
七

十
五
人
の
職
貝
は
四
分
ほ

ど
で
全
貝
院
外
へ
避
難
し

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
思
車
場
広
場

で
油
火
災
を
想
定
し
、
消
火
器
を
使

6

っ
て
消
し
止
め
る
笑
戦
訓
練
を
行
い
、

苦
戦
す
る
人
や
鮮
や
か
に
消
し
止
め

る
と
、
同
僚
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
消
防
職
員
か
ら
寸
実
際
の

火
災
時
に
は
、
煙
か
相
当
発
生
し
て
、

惨
事
に
合
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
特

に
注
話
し
て
ほ
し
い
L

寸
い
ま
ご
ら

ん
に
な
っ
た
よ
う
に
こ
の
消
火
器
一

本
で
か
な
り
の
火
を
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
決
し
て
慌
て
な
い
で
落
若

い
て
適
確
に
消
し
て
下
さ
い
。
し
と

の
注
意
が
述
べ
ら
れ
訓
練
は
終
わ
り

ま
し
た
。

改
正
今
金
町
史

上
巻
号
が
発
行
さ
れ
ま
す

E
E
 

四

一

町
で
は
平
成
九
年
で
開
基
百
年
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
金
町
の
歴
史

問

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
念
事
を
知
る
う
え
で
の
武
重
な
資
料
と
な

聞

業
町

一
環
と
し
て
昭
和
五
十
九
年
五
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
に
ご
購
読

剛

月
か
ら
改
訂
町
史
内
発
行
に
つ
い
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。闘

3

J

園

調
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

記

岨

岨

こ
の
た
び
上
巻
号
が
、

一
月
に
発

一
、
領
布
価
格

闘

由
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
今
金
町
住
民
の
方
一
冊
六
千
阿

国

間多
〈
内
町
内
外
の
方
か
ら
貴
重
な
資
そ
れ
以
外
的
方

一
一冊

一
万
円

問

問
料
の
提
供
や
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し

二
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
扱
い
は

山

田
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

役
場
二
階
町
史
編
さ
ん
室

一

日

本
号
は
、
古
代
先
史
か
ら
昭
和
二

(宮
②

o
l
-
-内
線
2
4
0
)
叩

幅
十

二

年

ま

で

が

ま

と

め

ら

れ

有

料

に

〈

町

史

編

さ

ん

室

〉

一

品

i
i
i
i
l
E
l
i
-事

て
、
飼
い
主
が
身
元
を
硲
認
し
て
い

ま
し
た
。

各
若
牛
は
、
い
ず
れ
も
丸
々
と
太

っ
て
倍
近
く
な
り
、
飼
い
主
も
満
足

そ
う
で
し
た
。
そ
し
て
次
々
と
ト
ラ

y
ク
に
乗
せ
ら
れ
、
広
い
牧
場
を
後

に
し
ま
し
た
。

一一

児
童
も
走
っ
た
/ 
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le 
丸
々
太
っ
て

頭
配
回
牛

わ
が
家
へ

大きな声τ宜通安全を呼びかける園児やニぐまクラブ全員

日
進
高
原
模
範
牧
場
に
預
託
さ
れ

て
い
た
預
託
牛
が
十
月
二
十
六
日
、

途
中
出
産
な
ど
で
戻
っ
た
牛
を
除
く

百
五
十
頭
が
五
ヵ
月
ぶ
り
に
わ
が
家

に
戻
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
若
牛
が
牒
協
職
員
等

の
手
に
よ
り
パ
ド

ン
ク
に
集
め
ら
れ
、

牛
の
首
に
下
げ
ら
れ
た
番
号
札
を
見

鮮やかに消し止肉、同僚の拍手を浴びる

~〆

c/' ・

パド yクに集められる預託牛

〕7
 
〔
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金
原
小
学
校
屋
内
体
育
館
改
築
工

一

一
事

R
S
(
中
間
鉄
骨
造
り
平
家

一

一
建
)
総
面
積

5
5
0
平
方
針
、
総

工
事
費
1

3
、
3
7
6
万
円
、
日

月
却
日
完
成
。

な建設工事

p 
む

σv~ 

}としのおも

と々
ー

事 12利区団
が月道)体
予 10 、延営 I

定日総長農 !
さ完工 6道 :
れ成事 l整
て予費 5備
い定 4if事
ま 。 、、業;

す来 4幅-
。年 8員豊
度 54回
舗万lf中
装円、央 i
工 、砂地 i

‘ 

d
-

a
g
 
・r司
-

守

J

Y

J

F

内

卓
会
↑
司
、
町

一、一三守一正一剛
山

4
p
e
r

:費園 3今
l路1>金
、5の総
8 0内合
5Lf 、公
Oが本国
万整年造
円備度成
、さ介工
8れと事
月まし
10して総
日た官面
完 。険積

成工広 8
。車 場・
一砂

一
南
栄
会
館
建
設
工
事
鉄
骨
造
り
平
家

一

建
、
面
積

1
5
0
平
方
針
、
百
名
収
容

一

一
の
集
会
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
総
工
事
費
3
、

6
0
0
万
円
、
日
月
同

一

日
完
成
。

‘

hv 

-
中
央
緑
地
造
成
工
事

一

一
旧
今
金
駅
跡
地
、
面
積

l
、

2
Pの
敷
地
造
成
、
園
路
工

-

排
水
工
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。一

総
工
事
費

、

4
6
7
万
円
。

一

川
月
日
日
完
成
。

一
南
団
地
公
営
住
宅
建
設
工
事
改
築
計
画

一
第
三
年
次
、
一
種
3
L
D
K
4
戸
、
二
種

一
2
L
D
K
4
戸
。
水
洗
ト
イ
レ
が
整
備
さ

一

れ
、
ま
た
サ
ン
ル
ー
ム
も
あ
る
な
ど
大
変

一

一
一
明
る
い
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
司

濁
川
、
住
吉
線
道
路
改
良
工

事

総

延

長

、

3
5
0
が

で
っ
ち
橋
梁
分

2
6
μ
)
幅

員

5

5

M
砂
利
道
。

H
月

初
日
完
成
。

予 5 ・う整金
定 o5ち備原
。万if橋中
円。梁道央
、総 5路地
12工 7舗区
月事 Lf装団
10費、 l体
日 5幅 9営
完、員 6農

成 66 U道
~ 

度介としてゲレンデ 2コ ス、セ+
プール、緑地等利用施設、道路と !
完成は12月25日の予定。本年度分
ます。12月25日オープン予定。• I クアプラザピリカ建設工事 本年

jンターハウス、温泉浴場棟、温水
してスキー場線カ、整備されます。
!総工事費1，046，000万円が投資され• 

...種JII小学校ゲランド整備事業 グランド整地、排水整
備、植木等の移植。総工事費1，380万円、l日月20日完成。

...普通林道小原線開設事業
} 継続事業、本年分延長840~:': ，幅員3fz 。

i主主エー亭.1't.4!.80.0)') fIl ，. .>里子~て;全柊空〈閉j里します 0 :• ...交通安全施設神丘1日号線歩道新設
j工事総延長440旬、幅員2fz、総工 :
j事費2，065万円、12月20日完成予定。i

“ 

...八東高台線特改四種工事舗装
工事延長1，6711;，:、幅員5.5旬、総 i

i 工事費4，936万円。10月31日完成。

大和団地線改良舗装工事 ... 
j総延長2571;;::、幅員4fZ、総工事費2，
224万円。9月30日完成。



農
産
物
の
聞
売
と
米
の
試
食
会

「き
ら
ら

3
9
7
」
昨
年
に
続
き

一
番
人
気

今
金
町
労
州
脳
連
絡
会
議
(
議
長
伊

東
正
さ
ん
)
で
は
、
十

一
月
四
日
総
合

文
化
祭
を
開
催
中
の
総
合
体
育
館
を

会
場
に
し
て
、
町
内
農
産
物
の
品
質
、

味
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
昨

年
に
続
き
、
炭
産
物
の
即
売
会
と
米

の
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

炭
産
物
の
即
売
会
は
、
町
内
で
取

れ
た
大
恨
カ
ボ
チ
ャ
・
長
イ
モ

・

ゴ
ボ
ウ
な
ど
七
種
類
の
新
鮮
な
野
菜

の
詰
め
合
わ
せ
が
、
市
価
の
%
以
下

の
値
段
で
販
売
さ
れ
る
と
言
う
こ
と

で
、
時
間
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き

ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
百
個
の
袋
は

六
分
程
で
売
り
切
れ
、
買
え
な
か

っ

た
人
も
四
十
人
く
ら
い
で
て
、
が
っ

か
り
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
米
の
試
食
会
は
、
種
類
の
違

う
三
銘
柄
の
米
を
同
じ
条
件
で

(米

を
と
く
時
間
、
米
内
量
、
水
の
韮
)

回
復
し
て
き
た
自
然

神
丘
小
五
年

山
北

和
彦
くん

寸
あ
れ
。
少
主
い
な
あ

U

ま
っ
た
く
い
や
だ
な
あ
、
ど
う
せ
多

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
あ
き
缶
の

数
、
今
回
は
や
け
に
少
な
い
ぞ

。

ぼ
〈
は
、
今
、
秋
の
あ
き
缶
ゼ
ロ

れ生
ι るカぜ

よ楽
- 皿 l うし

吊句、 l工おい

1， ; 膿役 学r ...... 
¥ ，， 1 )ム』こ

~ 梨 立生
早ち i舌
主た を

長い行列ができた農産物の即売会でLた

訪米日試食会結果ゑ

H空私叙

ご
飯
を
炊
き
、
昔
…
器
に
各
一
個
づ
っ
三

個
(
握
り
舟
し
程
度
内
大
き
さ
)
を

の
せ
各
々
、
試
食
し
て
一
番
お
い
し

い
と
思
っ

た
お
米
に
番
号
を
記
入
し

て
も
ら
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
州
の
銘
柄
米
サ
サ
ニ

ン
キ
六
十
二
人
に
対
し
て
、
道
産
米
の

き
ら
ら
加
は
六
十
八
人
、
ゆ
き
ひ
か
り

は
四
十
人
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
道
産

米
同
エ

l
ス
と
し
て
期
待
さ
れ
、
昨
秋

か
ら
出
荷
の
始
ま
っ
た
「
き
ら
ら
訓
」

の
昧
に
つ
い
て
は
昨
年
問
機
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
し
た
。
味
、
価
格
で

断
扶
有
利
な
「
き
ら
ら
却
」
は
、
当

分
の
間
食
卓
の
人
気
を
博
し
そ
う
で

す。
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今
悲
札
帆

Z
大
を
卒
業
し
て

…

光
町
虫
学
園
に
勤
め
ま
し
た
。
「
八

四

十
人
的
国
生
が
お
瓦
い
に
助
け
合
い

明

其
削
に
働
く
姿
を
児
て
感
動
し
由

叩

気
づ
け
ら
れ
、
多
く
の
こ
と
を
教
え

…

ら
れ
ま
し
た
。
園
生
は
比
甘
ん
主
明
る

山

く
ψ

高
直
で
す
@
図
生
み
ん
な
が
楽
し

一

い
字
国
生
活
を
語
れ
る
よ
う
お
役
に

一

立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

山

お
願
い
し
ま
す
U

…

伊
藤
さ
ん
は
、
金
原
で
民
業
を
J
U
円
四

む
文

一
さ
ん
の
-
一
人
兄
妹
町
長
女
で

四

す
。
趣
味
は
ワ
ー
プ
ロ
。
ス
ポ
l

叩

ツ
は
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
ス
キ
庁
科

…

字
と
い
う
位
康
的
て
大
変
明
る
い
娘

一

さ
ん
て
す
。

m

a
g-?
4
1
2
5
2
h
 

画
円幽
圃
圏
函
圏

活
動
を
や
っ
て
い
る
。
気
づ
い
て
み

れ
ば
あ
き
缶
は
ま
だ
少
し
し
か
ひ

ろ
っ
て
い
な
い
。

寸も
う
だ
い
ぶ
来

た
の
に

J

友
述
が
古
う
の
も
む

り
は
な
い
。
ば
く
だ
っ
て
同
じ
気
持

ち
だ
。初

め

は

た

い

へ

ん

だ

あ

あ

あ
。

と
あ
く
び
す
る
ほ
と
だ
っ
た
の
に
。

ぼ
く
は
そ
の
ま
ま
進
ん
て
行
く
。
す

る
と
コ
ミ
が
あ
る
。
こ

こ
に
来
る
ま

で
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
去
年
ほ

と
で
は
な
い
。
あ
き
析
も
同
じ
だ
。

ど
う
辛

っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
っ
。
ぼ

く
は
考
、
え
て
歩
い
た
。
す
る
と

ん
と
あ
き
缶
が
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
。

ほ
く
は
ふ
?
つ
な
ら
、
え

り
い
主
あ

!
と
思
う
こ
と

4
の
に
、
先
に
取
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
な
ぜ
か
は

」りが

た
つ
て
し
ま
う
。
ぼ
く
は
今
ま
で
、

く
さ
い
あ
き
缶
、

し山
司
令
く
さ
い
雨
水

の
入
っ
た
、
き
た
な
い
あ
き
缶
、
い

ろ
い
ろ
な
あ
き
缶
を
ひ
ろ
っ
て
来
た
。

そ
れ
を
た
た
、
他
的
知
ら
な
い
人
も

や
っ
て
く
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ

け
な
の
に
。

し
か
し
、
思
い
返
す
と
そ
ん
な
わ

け
も
わ
か
ら
ん
こ
と
を
思

っ
て

い
た

自
分
が
は
ず
か
し
い
。
そ
れ
に
あ
き

缶
が
へ
っ
て
き
た
の
は
、
他
に
ひ
ろ

う
人
が
い
る
他
に
、
そ
の
今
ま
で
あ

き
缶
を
ひ
ろ
っ
て
き
た
ぼ
く
達
を
見

て
、
思
い
返
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
ん
主
こ
と

を
言
っ
て
や
め
て
し
ま
え
ば
、
ま
た

も
と
ど
う
り
自
扶
が
あ
れ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
世
の
中
、

自
然
的
た
め
に
が
ん
ば
ろ
っ
と
思
う
。

あ
き
缶
ひ
ろ
い
は
つ
か
れ
る
。
だ

け
ど
、
心
に
は

4
に
か
気
持
い
い
物

が
の
こ
っ
て
い
る
。
ぼ
く
は
こ
れ
か

ら
も
こ
の
心
を
だ
い
じ
に
し
よ
う
と

闘
記
、

7
。

ぼ
く
は
去
年
の
あ
き
缶
内
数
が

六
百
二
十
三
一
個
だ

っ
た

の

が

八

十

六
例
に
主

っ
た
の
を
と
っ
て
も
う

れ
し
く
思
う
。

今
金
特
産
の
「
だ
ん
し
ゃ
く
い
も
L

「
軟
白
長
ネ
ギ
」
な
ど
の

P
R
を
し

よ
う
と
、
今
金
町
民
産
物
フ
ェ
ア
が

十
一
月
十
日
、
十

一
日
の
両
日
、

J

R
札
帆
駅
前
の
イ
ベ
ン
↑
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
特
産
牒
畜
産
物
を
は
じ

め
特
選
牛
乳
、
山
菜
加
工
品
な
ど
が

並
べ
ら
れ
、
特
に
即
売
コ
ー
ナ
な
ど

で
は
新
鮮
な
農
産
物
が
市
価
よ
り
も

安
く
買
え
る
と
あ
っ
て
、
あ
い
に
く

の
雪
ま
じ
り
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ

〕日1
 
〔

の
折
紙
の
つ
く
「
今
金
だ
ん
し
ゃ
く

い
も
」
、
軟
白
長
ネ
ギ
の
試
食
コ

ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

農
協
で
は
、
寸
今
金
の
だ
ん
し
ゃ

く
い
も
は
本
州
送
り
が
大
半
で
、
道

内
で
は
な
じ
み
が
薄
い
の
で
、
こ
れ

を
機
会
に
今
後
は
道
内
で
も
名
前
を

売
り
、
名
声
を
高
め
て
い
き
た
い
L

と

話
し
て
お
り
ま
し
た
。

よ
フ
金
だ
ん
し
ゃ
く
い
も
」
な
ど

舎
金
町
農
畜
産
物
を
私
幌
で

P
R

ら
ず
、
主
婦
ら
で
大
賑
わ
い
で
し

た
。同

フ
ェ
ア
は
、
農
協
の
各
生
産

部
会
な
ど
で
構
成
す
る
炭
産
物
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
さ

っ
ぽ
ろ
今
金
会
の
協
力
を
得
て
初

め
て
聞
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
道
南
の
米
ど
こ
ろ
と
し

て
新
米
の
「
き
ら
ら
3
9
7
L
二

千
パ

Y
7
(
一
パ
ソ
ク
五
百
す
)

を
用
意
し
、
訪
れ
た
札
帆
市
民
に

無
償
配
布
し
て
食
味
や
光
沢
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
今

後
の
米
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
〈

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
会
場
に
は
、

日
本

• • 
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fb
一一一知

Jbwk…

q
p何
日
間
叩
む

年
末

年
始
は
次
の
と
お
り
休
み

と
な
り
ま
す
。
緊
急
用
務
の
と
き
は

答
備
貝
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

IJ lJ 役場 術院

12J131 日

111 I H 
2日
3日 全体 全体
4 H 
5日

6 H 
7日 平常通'1 平常通り

除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

一
ー
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
路
上

駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
除
排
訂
作
業

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆同
悼
の

横診を受けて明るい健康づくり

1-2月みんな

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

〈挫
設
諜
紺
持
係
v

水
道
の
凍
結
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

すまい町

毎
年
、
こ
の
時
期
は
木
道
の
凍
結

札

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

お
出
か
け

U
M

や
寝
る
前
に
戸
じ
ま
り
と

一
緒
に
水

J

道
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

枇

万

一
凍

っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か
ら

川

床
閉
ま
で
の
管
に
ぞ
フ
き
ん
か
タ
オ

日

ル
を
栓
き
、
熱
湯
を
か
け
十
五
分
く

'
w
hい
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
本
が

'
-
ハ

で

ま

す
。

い
く
ら
熱
湯
を
か
け
て
も

水
が
で
主
い
場
合
は
、
次
円
本
道
指

定
業
者
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

光

生

屯

気

閥

会

②

0
1
5
5

小
山
設

備

工

業

②

2
5
7
4

-
佐

々

木

金

物

納

②

0
1
3
7

多
聞
鉄

工

設

備

制

②
0
1
0
8

北
栄
設
備

②

1
7
0
2

・
波
辺

住

宅

設

備

②

2
6
5
4

〈車
道
諜
水
道
係
v

新
し
い
戸
籍
は
正
し
い
字
で

平
成
三
年

一
一八

一
円
以
後
は
、
従

来
的
戸
籍
に
誤
字
俗
字
で
記
間制
さ

れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い

-ド
絡
に
記

滅
す
る
場
令
に
は
、
正
し
い
午
を
川

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字
で

記
載
し
ま
す
。

• • 
ω従
来
的
戸
側
に
氏
名
が
誤
寸
俗

'
十
で
叩
山
川
附
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
新
し

い
戸
籍
に
正
し
い
字
で
記
載
し
ま

す
。

ア
婚
姻
、
転
絡
を
ど
に
よ
っ
て
新

し
く
戸
絡
を
作
る
場
合

イ
養
子
紋
組
な
ど
に
よ
っ
て
他
の

戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

ウ
戸
絡
を
同
製
す
る
場
合
な
ど

ω叩前半
・
俗
字
を
正
し
い
午
で
印
山
総

す
る
場
合
に
は
、

脳
出
向
時
あ
る

い
は
戸
絡
に
記
減
し
た
後
に
そ
の

旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ω俗
山
干
の
う
ち
、

「
刈
」
と
か
「
崎
」

な
ど
、
一
定
的
範
囲
内
午
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
ま
ま
記
絡
し
ま
す
。

2
、
申
出
に
よ

っ
て
正
し
い
字
に
訂

正
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
丘
町
戸
絡
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
正
し

い
宇
に
は
直
り

ま
せ
ん
が
、
申
出
に
よ
っ
て
、
い

つ
で
も
戸
緋
に
記
出
帆
さ
れ
て
い

る
誤
字
俗
字
を
正
し
い
字
に
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
、
申
出
に
よ
っ
て
難
し

い
字
体
を

や
さ
し

い
字
体
に
直
す
こ
と
が
出

来
ま
す
。

戸
絡
に
記
制
さ
れ
て
い
る
氏
名

が
、
例
え
ば
「
法
」
と
巾
字
体
で
記

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ご
不
仰
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
中
山
に

項 目 対 象 者 実施日 時 間 実施会場 備 考

3日開) 老人福祉センター

① 般 相 談 会 {王 民 10 B (tD 10: 00-15: 00 町民セン ター 保健指導、 健康相談

17日間) 老人制tセンター

② 結核検診(二次)
IIJJの住民検法的結県

5日附 9 : 30-11 : 30 役 場 前 胸部X線峨彬JIJ-1.射実布を嬰する方

③ 干し 児 相 i長 生後 6、9ヶ月児 6R(;f9 
交付時間

町民センター 保健指導、健康相談13: 00-13: 30 

10目的
|…染め出し

④ 歯 n 検 診 l歳~就学前幼児 11R(:l;) 8 : 30- 町民センター プラ 7 シング指導、 7.~ '1 

12日側
強布 虫前進行止め

⑤ 姫 娠 相 談 妊 婦 の 方 11R(:l;) 
量付時川

町民センター
保倹1; 血機検1<

12: 45-13咽 ¥5 助庫柑指礼備何指I.IJ

⑥ 無医地区巡回診療 全 住 民 11 fl(:l;) 
迂付時川

町民センタ ー 診療科目 耳鼻科14: 30-15: 00 

lIH円住民輸詩の結果再度 13 R側
⑦ 循環?~検診(二次) 9 : 00- 町民セン ター 心~IL図 HI!庇枯有

験査を要する方 14日幽 生柄、世主指導

③ 股 脱 健 診 生雄2ヶ月と25日以上の幼児 18日ω13: 00-14: 00 今金保健所 股関節X線搬影
⑨ 育 児 議 座 生後 3 ヶ月IJ，I， 20 FI (;f9 

止イ1時川
町民センター 保健指導、健康相談9 :30510:00 

⑬ 乳 児 健 診 生陸4.7.10、12ヶ月児 20 R (;f9 
受付時r:1l

町民センター
身体:1hl!lJ.医師J全県

12: 30-13: 00 時曲折t路、曲糾J行if/.

(町民福祉諜衛生係 国保係)
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社会福祉協議会だより 2.11. 9 

現長先向車午幽 盟博聞 社会福祉協議会への多額町

ご託手附ありがとうございま Lた.
(敬林略)

〈札曜市〉 睡川老人クラプ

有l I!I 世 博 白石老人クラブ

〈轟 町〉 立正位成合青年部

金 )L 11 今金'1'宇佐吹奏楽部

〈奥且町〉 今金小学位4年生児童

tl 初 枝 境凶庫太

〈大 庄 町〉 初工建設

1Il 品 幸 木品強

〈調揖 町〉 外崎智

輯 入 泰 ま 伊藤トミノ

〈今 金 町〉 大企啓太郎

怯 雌 八 郎 山崎信

よ
り
、
そ
の
寺
休
に
対
応
す
る
新

字
体
(通
用
字
体
)
で
あ
る
「
辺
」
に

直
す

(更
正
す
る
)
こ
と
が
で
き

ま
す
。

歳
末
奮
戒
実
施
中

一
年
中
で

一
帯
あ
わ
た
だ
し

い
師

定
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

例
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
税

金
を
机

っ
た
犯
非
や
、
凶
州也
事
件
な

ど
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
汰
の
こ
と
に
注
芯
し
ま
し
ょ
う
。

O

金
融
機
関
か
ら
の
現
金
の
引
き

山
し
は
、
で
き
る
だ
け
桜
数
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

O

ち
ょ
っ

と
の
儲
守
で
も
、
必
ず

• • 
戸
締
ま
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
-
7。

O

現
金
は
、
な
る
べ
く
向
宅
に
世

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O

留
守
に
す
る
と
き
に
は
、
戸
締

ま
り
を
確
認
し
、
お
隣
に

一
声
か

け
て
用
心
を
た
の
み
ま
し
ょ
う
。

O

夜
間
、
休
円
な
ど
、
無
人
に
な

る
癌
剣
、
事
務
所
に
は
税
金
を
置

か
な
い
よ
、
ヲ
に
し
ま
し
ょ
う
。

O

凶
悪
事
倒
的
多
く
は
、
盗
制
点

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

率
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
ち
ょ

っ
と
の
時
間
で
も
、
必
ず
「
キ

を
抜
き
、
ド
ア
ロ

Y
7
」
を
励
行

し
ま
し
ょ
う
。〈
北
桧
山
普
察
岩
〉

国
民
年
金

加
入
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
手
続
き
を
グ

川時
生
年
金
保
険
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被

保
険
者
と
な
る
た
め
の

「届
出
」
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

周
け
出
後
、
ご
主
人
が
退
職
し
た
と

き
、
ご
王
人
に
扶
養
さ
れ
な
く
な

っ

た
と
き
、
転
職
に
よ
り
加
入
す
る
制

度
が
変
わ

っ
た
と
き
等
の
場
合
も
府

け
山
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
は
、
ご

五
人
的
年
令
手

帳
、
他
市
胤
保
険
証
位
、

印
鍛
待
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

仁?;ztfL二ゴ
保険料の納め忘れはないか今一度お

手元町納付舎をお確かめください。

町民福祉標年金係から

体 岡 世間瞳者 保 瞳 軒

ID*、 主 とも同l\;~釧l人 '1'
夫 l号-+2号

l半生'1金等の保険科
4 給料から天引き

去が剛生年金Ut前組合)加入

事 l号司3号
国民年金の師陣料納

曹はその怯扶l<t めな〈てLよい

章夫は厚当年全Ut荷組合}!JII人
夫 2号・+1 ¥} 

国民年金の保険料を

納付
Mはその肱怯聾1; ・，ー・ 晶晶圃

ι 
事 3号・。l号

国民年金の間性科を

去が辺a 納付

@夫、耳とも厚生年金(共済組合l
夫 2号のまま

厚生年金等の保憤科

結軒から天引
加入'1'
ι 

事 2号司3号
国民年金の出肱科納

11が退職し去の植推聾者 め音〈てLよい

@夫¥1厚生年金[共杭組合)加入'1'
夫 2号のまま

厚生年金専の血性科

結軒か均五;;1
Jiはその世世葺高 一一一守 一・...

ι 
事 3号→2号

厚生年金等の冊陪科

事が厚生年金IJ¥柄組令)加入 給料から天日l

加入種別変更と保険料の関係一覧
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12月の休日当番匡
今金町国保病院(今金)告②0221

北桧山町国保病院(北絵山)合④5321

柑崎病院(瀬棚)fi⑦3021

I;j'悶医院(今金)fi②0324

今金町国保病院(今金)窓口~0221
北桧山町国保病院(北桧山)fi④5321

平 病 院(北桧山)包④5011

2日

9日

16日

23日

24日

30日

31日は午前中のみの診療となります

31日

令令や住民の副館令。g。令

前月対比

(+ 5) 
(+ 1) 

(ート4) 

(+ 1) 

10月末現在

7，892人
3，818人
4，074人
2，495世帯

人口

y~ 

女

世帯数

O 

央

ツ

央

町

町

中

川

中

一

ユ

原

マ

束

三

金

制

八

束

十一
H
同

女

男

男

女

女

長

3
長

2
長

ん

ん

ん

ん

ん

さ

さ

さ

き

さ

3
己

夫

光

哉

弘

ド」

克

紀

国

克

光

で

日

日

日

日

日

り

0

3

4

5

6

B
2

2

2

2

2

 

お
月

月

月

月

月

}
0

0

0

0

0

 

J

1

1

1

1

1

 

よ

』

ん

ら

1
む
ゃ
ん
九
九
九
ん

じ
e
会
ぉ
夫
s
馬
主

m
t美

ん
り
剛
誌
秀
H
拓
り
型
i持

た

川

お

雪

藤

林

川

谷

間

M

西

斉

問

釧

長

悶いつまでもおしあわせに

LJ1'JIト西 日立1止さんは相町)=山崎
~郷司 渉九(東町)=竹内

!バ遠藤孝一幸九(中里)=竹内

!万s#A宮孝幸九(寒昇)=大野
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美
利
河
ダ
ム
の

環
境
整
備
に
ご
協
力
を

英
利
河
地
区
に
お
い
て
図
的
直
料
人
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

事
業
と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
花
や
木
を
大
切
に
し
、
そ
し
て
町
民

い
る
美
利
河
ダ
ム
が
来
年
度
完
成
す
一
人
ひ
と
り
が
美
化
に
心
が
け
、
き

る
こ
と
か
ら
、
憩
町
場
と
し
て
楽
し
れ
い
な
環
境
の
中
で
、
み
な
さ
ん
を

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
植
栽
工
事
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ど
ダ
ム
周
辺
町
環
境
懇
備
が
現
在
み
な
さ
ん
の
ご
型
解
と
ご
協
力
を

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
心
な
い
人
の
た
め
に
植

栽
さ
れ
た
サ
y
キ
類
町
一
部
が
盗
掘

さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
残
念
な
こ
と

で
す
。

英
利
河
ダ
ム
は
国
道
に
而
し
こ

れ
か
ら
の
今
金
町
内
観
光
の
メ
ン

地
区
と
し
て
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の

真弓九(栄町)
恵美さん(大和町)

頼子九(南町)
恵さん(厚沢師事日

代
日
計
町
又

聞

広

上

寒

末

金

自画お〈やみもうしあげます

伊藤アキ九 10月23日 55歳
波必勝之助九 10月26日 73歳
小町義次九 11月10日 74歳
田中 一郎さん 11月10日 66歳

発

行
/
北

海

道

今

金

町

役

場

耐

②

O
T
-
-番

f
L
 

編
一集
一後
一記

V
今
年
、
最
後
の
広
報
紙
を
お
届
け

し
ま
す
.
こ
の
一
年
間
、
原
杭
の
寄

稿
や
取
材
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

さ
い
ま
し
た
。
'v
総
合
文
化
祭
は
い

か
が
で
し
た
か
、
芸
能
発
表
を
見
た

人
は
、
秋
の
夜
長
楽
し
い
時
間
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
-v

展
示
や
芸
能
発
表
を
し
て
る
人
を
見

て
い
る
と
、
実
際
の
年
齢
よ
り
若
く

生
き
生
き
と
感
じ
ま
す
。
や
は
り
、

趣
味
や
生
き
が
い
を
持

っ
て
毎
日
を

充
実
し
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
心

が
け
努
力
し
な
け
れ
ば
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
文
化
祭
で
し
た
。
-v
年
末
年

始
に
は

「
火
の
元
」
や
「
議
舵
」
「
怒

質
な
訪
問
販
売
」
ま
た
、
雪
道
内
通

転
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け

て
下
さ
い
.

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


